2.1.2. 教員業績概要 (2.1. リアルタイムシステム学講座, 2. 教育研究活動報告) by unknown
Journal of Faculty of Software and Information Science 2010 
4 
2.1.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 猪股 俊光 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
離散数学，計算モデル論，基盤システム学，組込みシステム論，基盤システム演習Ａ，基盤システムゼミ A/B，卒
業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
プログラム言語特論，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，特別ゼミナール，ソフト
ウェア情報学特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
離散数学のテキスト作成，計算モデル論の教材作成 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当無し 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
該当無し 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 蔡明鋭, 今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“環境の差異を考慮したセンサデータ処理手法の一検討”, 第 145
回 DPS 研究会, Vol. 2010-DPS-145, No. 33, 2010 年 11 月． 
2) 大橋研斗, 今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“ネットワーク負荷を考慮したセンサデータ処理手法の応用シス
テムの一検討”, 電子情報通信学会 2011 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-227       
(p. 104)，2011 年 3 月． 
3) 千葉巧人，菊池貴弘, 今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“相互監視による高信頼度分散システムの実現―監視
信号の発生方式と障害発生手法―”, 電子情報通信学会 2011 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッショ
ン」, ISS-P-253 (p. 130)，2011 年 3 月． 
4) 堀江佑太，福原和哉，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“XML 形式を用いた C 言語用静的解析ツールの開発”, 
情報処理学会第 73 回全国大会, 5L-4，2011 年 3 月．  
5) 今隼太, 續石拓郎，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“既存照明設備を利用した可視光通信による位置情報提
供システム”, 電子情報通信学会 2011 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-226 (p.103)，
2011 年 3 月． 
(e) 研究費の獲得 
財団法人いわて産業振興センター 平成２２年度研究開発支援事業委託研究 
「車載ソフトウェアの自動品質検査システムの開発」 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当無し 
 
2.1.リアルタイムシステム学講座 
5 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
全学アドミッション・オフィス委員，全学入学試験連絡調整会議委員 
いわてものづくり・ソフトウェア融合テクノロジーセンター設立準備委員会委員 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部入試部会部会長，入試検討委員会委員長，学部・研究科運営委員 
(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
該当無し 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
岩手県組込み技術研究会にて，「ソースコード検査用ツールプロジェクト」の紹介 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 
(c) 一般教育 
八戸工業校等専門学校電気情報工学科非常勤講師（システム工学） 
(d) 産学連携 
 アイシン・コムクルーズ(株)との共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
該当無し 
(f) その他 
該当無し 
 
[主な業績］ 
組込ソフトウェアを対象とするソースコード検査用ツールプロジェクト 
企業の検査担当者やソフトウェア開発者がもつノウハウを自動検査にいかすために、次の特色をもつ車載ソフト
ウェア自動検査システムの開発を試みた。 
a) C 言語で記述されたソフトウェアを対象として検査できる。 
b) 検査担当者やソフトウェア開発者が行っている検査内容を形式的に表現することができる。 
c) 自社の検査担当者やソフトウェア開発者が自身で検査内容を追加修正できる。 
その結果として，検査ノウハウをエラーパターンとして記述し，Ｃ言語のソースプログラム中にエラーパターン
と照合するコードが含まれているかどうかを自動検出するシステムを開発した。このシステムは，エラーパターン
の編集により，検査項目の追加･修正･削除が可能である。また，システムの実装に際しては，できるだけ汎用性（互
換性）のある内部表現を採用するとともに，システムを構成する処理モジュールにはオープンソース処理系を利用
した。これにより，実行に必要とされる環境が複数種類えられることとなった。そして，開発したシステムを，車
載ソフトウェアを対象として，評価した結果，所期の動作が実現できたことを確かめた。 
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本研究開発は，車載ソフトウェアを対象とした自動検査システムの開発を目的としたが，開発にあたっては，電
化製品，通信機器，マイコン制御など各種の組込みソフトウェアの検査にも適用できるよう，検査ノウハウの表現
形式には可能な限り汎用性をもたせることとしている。そのため，車載ソフトウェア以外の分野の組込みソフトウ
ェアの自動検査化が期待される。 
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職名： 准教授 氏名： 新井 義和 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ハードウェア基礎，ファームウェア学，学の世界入門，プロジェクト演習 I，プロジェクト演習 II，ソフトウェア
演習 B，基盤システム演習 B，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム基盤総論，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，特別ゼミナール，ソフ
トウェア情報学特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当無し 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当無し 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
該当無し 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 蔡 明鋭，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“環境の差異を考慮したセンサデータ処理手法の一検討”，     
第 145 回 DPS 研究会，Vol. 2010-DPS-145，No. 33，2010 年 11 月． 
2) 堀江佑太，福原和哉，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“XML 形式を用いた C 言語用静的解析ツールの開発”, 
情報処理学会第 73 回全国大会，5L-4，2011 年 3 月．  
3) 今隼太，續石拓郎，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“既存照明設備を利用した可視光通信による位置情報提
供システム”，電子情報通信学会 2011 年総合大会，ISS-P-226，2011 年 3 月． 
4) 大橋研斗，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“ネットワーク負荷を考慮したセンサデータ処理手法の応用シス
テムの一検討”，電子情報通信学会 2011 年総合大会，ISS-P-227，2011 年 3 月． 
5) 千葉巧人，菊池貴弘，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“相互監視による高信頼度分散システムの実現―監視
信号の発生方式と障害発生手法―”，電子情報通信学会 2011 年総合大会，ISS-P-253，2011 年 3 月． 
(e) 研究費の獲得 
1) イノベーションパーク連携推進費，車々間通信を用いたブレーキシステムの制動力保持制御，50 万円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当無し 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
ハラスメント防止対策委員会，職場委員会，評価制度検討 WG，JST 拠点事業設立準備委員会 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部教務委員会，評価委員会 
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(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
該当無し 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当無し 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) NPO 法人森林ボランティア山仕事くらぶ 理事 
(c) 一般教育 
1) ET ロボコン 2010 東北地区 技術委員長 
2) 二輪ロボットモデリング実践研修（岩手県） 講師 
(d) 産学連携 
1) 制動力保持機構を持つブレーキシステムの開発，（有）中央車体 共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会 '10 プログラム委員 
2) 日本機械学会論文集 査読 1 件 
3) The IEEE Transactions on Robotics 査読 2 件 
4) Journal of System Design and Dynamics 査読 2 件 
5) 2010 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems 査読 2 件 
(f) その他 
該当無し 
 
[主な業績］ 
既存照明設備を利用した可視光通信による位置情報提供システム 
昨今，GPS (Global Positioning System) の普及により様々な位置情報提供アプリケーションが提供されている．
しかし，屋内や地下では GPS の精度が著しく低下するため，複雑な構造の駅の構内や地下街などで利用すること
が難しい．一方，室内照明や街灯では白熱電球や蛍光灯に代わり LED 電球の導入が始まっている．LED 電球は，
その高速なスイッチング特性から可視光通信の送信装置に利用できる．そのため，GPS の精度が著しく低下する屋
内や地下で，LED 電球を用いた可視光通信による位置情報提供システムが実現可能となる．しかし，可視光通信機
能を既存照明設備に付加する場合は設備を一部改修する必要があり，その導入コスト・作業コストの負担が大きい．
そこで本研究では，可視光通信の普及・実用化のためにこれらのコストを低減することを目的として，既存照明設
備を利用した位置情報提供システムを提案する． 
（今隼太，續石拓郎，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“既存照明設備を利用した可視光通信による位置情報提供
システム”，電子情報通信学会 2011 年総合大会，ISS-P-226，2011 年 3 月． より引用） 
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職名： 講師 氏名： 今井 信太郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
基盤システム学，離散数学，線形代数，ソフトウェア演習 A，基盤システム演習 C，基盤システムゼミ A/B，     
卒業研究・制作 A/B， 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム基盤総論，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，特別ゼミナール， 
ソフトウェア情報学特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
情報メディア入門 TF 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当無し 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
該当無し 
(d) 研究発表（査読なしの論文など） 
1) 蔡明鋭, 今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“環境の差異を考慮したセンサデータ処理手法の一検討”, 第 145 回
DPS 研究会, Vol. 2010-DPS-145, No. 33, 2010 年 11 月． 
2) 大橋研斗, 今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“ネットワーク負荷を考慮したセンサデータ処理手法の応用シス
テムの一検討”, 電子情報通信学会 2011 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-227       
(p. 104)，2011 年 3 月． 
3) 千葉巧人，菊池貴弘, 今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“相互監視による高信頼度分散システムの実現―監視信
号の発生方式と障害発生手法―”, 電子情報通信学会 2011 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, 
ISS-P-253 (p. 130)，2011 年 3 月． 
4) 堀江佑太，福原和哉，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“XML 形式を用いた C 言語用静的解析ツールの開発”, 
情報処理学会第 73 回全国大会, 5L-4，2011 年 3 月．  
5) 今隼太, 續石拓郎，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“既存照明設備を利用した可視光通信による位置情報提
供システム”, 電子情報通信学会 2011 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-226 (p.103)，
2011 年 3 月． 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金 若手研究 (B) “大量のセンサデータに対する知的情報処理手法に関する研究”     
1,040,000 円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当無し 
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[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当無し 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部教務委員会，学部入試実施委員会 
(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
岩手県立大学盛岡短期大学部国際文化学科「情報処理演習 A」担当 
岩手県立大学生協 監事 
 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当無し 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) ET ロボコン 2010 東北地区大会実行委員 
2) 二輪ロボットモデリング実践研修（岩手県開催分） 講師 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
該当無し 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会 DPS 研究会ワークショップ 2011 ローカルアレンジメント担当 
2) 情報処理学会論文誌 査読（2 件） 
3) The 25th Int. Conf. on Advanced Information Networking and Applications (AINA2011) 査読（1 件） 
4) Int. Conf. on Innovative Mobile and Internet Services in Ubiquitous Computing (IMIS2011) 査読（2 件） 
(f) その他 
該当無し 
 
[主な業績］ 
大量のセンサデータに対する知的情報処理手法に関する研究 
センサを用いて取得した観測対象の加速度データなどを外部のホストにおいて解析・処理し，行動推定を行うシ
ステムでは，センサの増加に伴うネットワークへの負荷の増大が問題となる．この問題に対しては，センサの近辺
において適切にデータを処理し，ネットワークに流すデータ量を削減することが有効である．しかし，センサの置
かれる環境は多様であり，処理の方針をあらかじめ設定することは困難である．以上の背景から，本研究では，セ
ンサノード近辺に存在するホスト（中間ホスト）における，環境の差異を考慮した知的・自律的なセンサデータ処
理手法を提案し，実際に高頻度でデータが生成される加速度センサを用い行動推定を行うプロトタイプシステムを
作成し，実験を行った．その結果，提案手法により，センサデータ解析・処理のための方針を自律的に変更でき，
さらに外部ネットワークへの負荷を軽減できることを示した． 
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また，中間ホストを用いた手法に適したアプリケーションを考察し，その考察に基づく評価環境の構築および実
験による考察の妥当性を検証した． 
（“環境の差異を考慮したセンサデータ処理手法の一検討”, 第145回DPS研究会, Vol. 2010-DPS-145, No. 33, 2010
年 11 月，および“ネットワーク負荷を考慮したセンサデータ処理手法の応用システムの一検討”, 電子情報通信学会
2011 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-227 (p. 104)，2011 年 3 月．より引用） 
 
相互監視による高信頼度分散システムの実現 
 高信頼度分散システムを実現するために，本研究室ではハートビート信号(HB)による相互監視方式を提案してき
た．本年度は，この方式のための以下の 2 機能に関して研究を遂行した． 
A) 制御フローグラフを利用した HB 発信法 
HB を用いた相互監視方式においては，HB を対象アプリケーション実行中のどの時点で発生させるかが重要で
ある．具体的には，従来検討されていた HB の総発信回数に着目するのみでなく，HB 発生を極力一定の間隔で
発生させることや，アプリケーション内の HB 発生箇所の偏りを軽減することが必要である．提案手法では，
この課題に対して，制御フローグラフを利用して HB 発生箇所を決定する． 
B) 障害復旧機能 
監視対象のアプリケーションに障害が発生したと判断した後に行なうべき，アプリケーションの再起動機能の
実装法を考案した． 
また，以上の機能を実装した評価環境を構築し，実験による提案手法の妥当性を検証した． 
 
  
